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認知症予防が期待できる“脳ドック”
藤田医科大学ばんたね病院 脳神経外科 教授

加藤庸子加藤庸子

認知症評価に有用
• VBM（Voxel‒based morphometry)=MRI を用

いた先進的脳計測技術

• 拡散テ ンソ ル画像 DTI （ diffusion‒tensor 

imaging)

‒今後有用性が期待されている‒

安静時 functional MRI(fMRI)の認知症やMCIへの応用についても記載されている安静時 functional MRI(fMRI)の認知症やMCIへの応用についても記載されている

認知症の予防
早期診断

• 頭部MRI検査で「脳小血管病」と関連の深い

無症候性脳梗塞、大脳白質病変、脳微小出血

などがある時は、詳細な認知機能検査を行う

ことが推奨される。

• 軽度認知症外（MCI)から認知症への進行を予

防するには、高血圧や糖尿病、脂質異常症な

どの管理、適度な運動を続けることなどが推

奨される。

脳ドック画像検査危険因子脳ドック画像検査危険因子
微小脳出血

5 個以上の MBs(Microbleeds)群では記憶以外の認知機能が低下し

ていた
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認知機能低下早期予測スコア：スコアの数字が高いほど将来認知症にな

りやすい。生活習慣の井改善が必要。りやすい。生活習慣の井改善が必要。

‒今後期待される脳動脈瘤の破裂の危険性の予知の検証法‒
• 脳動脈瘤の血流動態解析（ Computational  flow 

dynamics:CFD)による安定・非安定動脈瘤の評価の試

み、動脈瘤壁の厚さの評価

• フェルムキシトールにより不安定な動脈瘤壁（マクロフ

ァージ浸潤）を造影増強する方法ァージ浸潤）を造影増強する方法

• 時間情報を加えた4次元CTAにて血管や脳動脈瘤の拍動性を検証した研究な

ど
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MRIでこのような白質に加齢変化がこないよう日々の生活習慣を守って生活しま

しょう。
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生活習慣病と脳の病気

生活習慣病予備軍とメタボリックシンドローム生活習慣病予備軍とメタボリックシンドローム

肥満症や高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病は、それぞれ独立した別の病

気ではなく、肥満、特に内臓に脂肪が蓄積した肥満（内臓脂肪型肥満）が原因であ

ることがわかってきました。

このように、内臓脂肪型肥満によりさまざまな病気が引き起こされやすくなった状

態が「メタボリックシンドローム」です。治療の対象として考えられるようになっ

てきました。

「メタボリックシンドローム」の人は、動脈硬化の危険因子である肥満・高血圧・

糖尿病・高脂血症を重複して発症していることがあり、最近の研究でこれら危険因

子の重複により動脈硬化のリスクが高くなることがわかってきました。

病気が重なると・・・
１＋１＝１０倍？？

肥満（高 BMI）が軽傷でも高血圧、高血糖、高脂血症の危険因子を２つ持つ人は、肥満（高 BMI）が軽傷でも高血圧、高血糖、高脂血症の危険因子を２つ持つ人は、

全く持たない人に比べ、心臓病の発症リスクが 10 倍、３つ～４つ併せ持つ人では

なんと 31 倍にもなることがわかりました。つまり異常の程度は軽くても、複数の

危険因子が重複しているケースでは動脈硬化が起きやすいのです。

生活習慣病予備軍とは
糖尿病、高血圧、脂質異常症といった疾患と診断される一歩手前の状態で動脈硬化

と密接に関連しています。と密接に関連しています。

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）とは
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腹囲が男性85cm、女性 90cmを絶対基準とし、これに加えて

①血糖値110mg/dl以上

②血圧130/85mmHg以上

③中性脂肪150mg/dl以上

もしくは善玉コレステロールである HDL40mg/dl 未満の３つの基準のうち２つ以

上を満たす者をメタボリックシンドロームとしており、１つ該当するものをその「予

備軍」と定義しています。
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動脈硬化
動脈硬化とは、血管にコレステロールなどが動脈硬化とは、血管にコレステロールなどが

たまり、狭窄（血管が狭くなる）や閉塞（血

管が詰まる）が起こる状態をいいます。動脈

硬化は糖尿病や高血圧、高脂血症といったい

わゆる生活習慣病があると、さらに起こりや

すくなります。

動脈硬化が起こるとその血管の先の臓器に障

害が起こります。害が起こります。

例えば、心臓に栄養や酸素を送る血管である

冠動脈に動脈硬化が起これば「狭心症」や「心

筋梗塞」、脳に栄養や酸素を送る血管である頸

動脈や脳動脈に動脈硬化がおこれば「脳梗塞」、足先に栄養や酸素を「送る血管に動

脈硬化が起これば“閉塞性動脈硬化症”という病気の原因になります。

食事療法食事療法
食事療法は、高コレステロール血症の予防と同時に治療にも効果的ですが、胆石症

に対して重要度はやや落ちます。食事療法では、症状や胆石の大きさに従って、重

い食べ物、例えば料理に使用する脂肪分、食肉加工食品、クリームを使った洋菓子。

発酵チーズ、チョコレート、卵などの摂取を減らします。

高コレステロール血症の場合、まず最初に食事療法を行いますが、それだけでコレ

ステロールや中性脂肪の量が正常化することがあります。

特に定まった食事療法というものはありませんが、それぞれのケースに合わせて脂特に定まった食事療法というものはありませんが、それぞれのケースに合わせて脂

肪分の少ない食物を取ることが大事です。
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例え血中コレステロール量が正常な範囲にあっても、書物の脂肪分を減らすよう気

を付ける必要があります。総カロリーの1/3 以上を脂肪分から摂取するのは好まし

くありません。現在のところ日本人は、28.5％に止まっていますが（農林水産省・

食糧需給表（1993年版）、フランス、デンマーク、米国などの欧米先進国では 40%

超えています。

‒良い油脂、悪い油脂
日常摂取している脂質は、その性質に重要な意味があり

ます。動物性の飽和脂肪のコレステロールを含んでおり、

血中のコレステロール量を増加させます。血中のコレステロール量を増加させます。

しかし、魚、特に寒い海で獲れる魚の油には不飽和脂肪

酸が豊富に含まれているため、最近フランスでは魚油の

濃縮物や天然の鮭の油が推奨されていますが、効果につ

いては目下研究が進められています。植物性油の中には

血中のコレステロールを下げるか、少なくとも安定させ

る傾向のあるものがあります。

不飽和脂肪酸の豊富な油は、血中の HDコレステロール

を増加させ、総コレステロール値を下げる性質を持って

いることから、循環器系のびょうきの予防効果があるかもしれないと、興味をもた

れています。
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生活習慣病と脳の病気
動脈硬化の結果として起こる怖い病気の１つに、脳の血管に動脈硬化が進行し結果

としての脳梗塞があります。としての脳梗塞があります。

脳梗塞は脳に血液がいかなくなり、細胞が障害されてしまった状態で、その原因に

は血管に血の塊（血栓）が心臓などから飛んできて詰まっておこる脳梗塞と、血管

の壁に「血液のゴミ」がたまるような変化（動脈硬化）が徐々に血管が狭くなる脳

血栓があります。

脳梗塞は、脳卒中全体の約 7割と発生率が高く、手足のまひなどの後遺症で福祉や

介助の援助が必要となる方も少なくないため、我が国の国民病として恐れられてい

ます。ます。

生活習慣病と解決策
生活習慣病を回避するためには、運動療法も！

誰でも簡単に、毎日できる運動としておすすめなの

は、「ウォーキング」です。

厚生労働省の「健康日本 21」によると、健康維持

に最適な運動消費カロリーは 1週間で 2,000kcal、に最適な運動消費カロリーは 1週間で 2,000kcal、

１日あたり約300kcal といわれています。

体重60kgの人が時速4km（やや早歩き）のペースで、歩幅70cmで 10分間歩く

（700m,1000歩）ときの消費エネルギーは約30kcal になります。

1日 300kcal を消費するには、1日で１万歩を歩けばいいわけです。

これでしたら、毎日の運動でクリアできると思いませんか？

「メタボリックシンドローム」という概念が確立された目的は、動脈硬化による循

環器病（心筋梗塞、狭窄症、脳梗塞、閉塞性動脈硬化症など）をいかに予防するか

ということです。
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動脈硬化は、ある程度症状が進まない限り、なかなか症状として出にくい病気です。

しかも、動脈硬化による循環器病は働き盛りに突然発症することが多く生命に関わ

る重大な病気であり、後遺症も深刻です。

メタボリックシンドロームを放置しておくと、やがては動脈硬化を引き起こします。

動脈硬化にならないために、メタボリックシンドロームの段階できちんと改善して

おきましょうか。

禁煙は絶対的に必要です。吸わないストレスより、たばこの害は100倍であること

を銘記しましょうか。
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